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子どもの主体性と当事者性を「みんな」で育む
～学校・保護者・地域が一体となって～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　福井　将人　　
 　暖かく、心地の良い季節となりました。いよいよ新年度の始まりです。

 


令和８年度も引き続き北山田小学校の校長を務めますので、どうぞよろしくお願いいたします。

 　さて、北山田小学校では、今年度も引き続き「自律・協働・創造」の学校教育目標達成に向かって、子どもた

ちの「主体性」と「当事者性」を育んでいきます。そのために、まず大前提として、

　　　　　　　　　　　「子どもを信頼する」
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　という考え方を徹底しようと、教職員間では今年度も

　　　　　　　　　　　　確認しました。子どもをどのように信頼するかというと、

　　　　　　　　　　　　　　①善くありたいと願う存在として信頼する

　　　　　　　　　　　　　　②自ら学ぶ力を持つ存在として信頼する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ということです。

　①は、子どもが何か問題だと思われる行動をしたとしても、「何かそうせざるを得ない事情があったのではない

か」とか、「ほんのちょっとした不注意からしてしまったとしても本当はいい子なんだ」と信じるということで

す。大人がその姿勢を徹底できれば、子どもはやがて自分の中の善きものを自覚し、自ら立ち直り、より善く生

きることにつながっています。

　②は、子どもには本来、内から湧き出す「知りたい」「やってみたい」「できるようになりたい」という意欲が

あり、それによって、自分で考え、判断し、行動することで学んでいく存在だと信じるということです。「子ども

は教えなければ学ばない」という考えを大人が持っていると、「あれしなさい、これしなさい」「あれするな、こ

れするな」という指示・命令・号令ばかりになり、いつの間にか本来持っている主体性や好奇心、学ぶ意欲がな

くなっていきます。

　だから、我々大人は、子どもの本来の力を引き出し、主体性と当事者性を育むために…

　笑顔・上機嫌で　決めつけない　レッテルを手放す　思い込みや「ふつう」を疑う

　「指示・命令・号令」から「問いかけ」中心へ　自己選択・自己決定を促す
　　　　　　　　　　　　

ということを意識しながら、子どもの成長に伴走していきたいものです。

　保護者、地域の皆様、可能性の塊である一人ひとりの子どもの成長を我々とともに支えてください。そして、

今年度もサポーター活動を継続しますので、登録いただけるとありがたいです。（詳細は改めてお伝えします）

　子どもたちの育ちを「みんな」で支えましょう！よろしくお願いいたします！

校長ブログ→
できるだけ

頻繁に更新中！

子ども・教職員・保護者・地域・サポーター「みんな」でつくる学校
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学校教育目標

吹田市立北山田小学校　学校だより

「自律・協働・創造」
自分で考え、判断し、行動する  ・  ちがいを豊かさにする  ・  自ら創り出す

めざす学校像 「一人ひとりが可能性を発揮し、笑顔あふれる学校」
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校　長 福井 将人 １年１組 岸本 捺季

教　頭 志垣 美樹 １年２組 有田 新菜

首席・３年理科 井上 重和 ２年１組 尾﨑 義雄

主　査 松田 理香 ２年２組 川中 咲良

学校サポートスタッフ 宅和 純子 ３年１組 伊勢 綾乃

養護教諭 兒島 織江 ３年２組 井上 智裕

栄養教諭 板東 友希子 ３年３組 花谷 基

通級指導教室 沖野 愛 ４年１組 小寺 麻美

３～６年音楽、１・２年図書 中村 ちえ ４年２組 鶴田 まなみ

４～６年理科 熊谷 奈津子 ５年１組 𠮷谷 奈津美

たんぽぽ学級 英保 寛子 ５年２組 掛水 唯

たんぽぽ学級 竹中 文絵 ５年３組 東郷 康児

たんぽぽ学級 河田 聖子 ６年１組 東 育弥

たんぽぽ学級 福田 晃大朗 ６年２組 前田 洋平

たんぽぽ学級 速水 悠 ＡＥＴ（５，６年） デスリー 小谷

たんぽぽ学級 山本 光太 ＡＥＴ（１～４年） ジェームズ アズベド

たんぽぽ学級 大塚 見優 ※１ＳＳＷ 廣田 陽子

たんぽぽ学級非常勤 武田 直子 ※２教育相談員 東出 謙一郎

介助員 熱田 千里 ※３ＳＣ 西村 瀬菜

補助員 松本 由紀子 校務員 團野 悦嗣

読書活動支援者 住本 美香 昼間警備員 山田 彰・中林 八郎

スターター 宇野 由美 夜間休日警備員 小賀野 恵吾 他

ＩＣＴサポーター 安東 奨悟

令和８年度 教職員一覧



個人懇談会（支・通）
　２学期の振り返り・３学期の⽬標確認

個人懇談会（支・通）
　１学期の振り返り・２学期の目標確認、
　 令和９年度の在籍に関する意向最終確認※

※７月末には次年度の支援学級在籍継続の有無を
　市教育委員会に報告する必要があるため。
 （次年度、通級による指導を受けることに
　ついても同様）
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確認（支・通）
念のため、再度、令和９年度の支援学級在籍継続・
退級、通級による指導の継続・終了の意向について
最終確認

 個人懇談会（支・通）
　・３学期の振り返りと令和９年度に向けて
　・令和10年度の在籍・退級に向けた見通し

支援学級全体懇談会（支のみ）
　担当紹介、概要説明、次年度の在籍継続・退級
　の流れ等説明

令和９年度
支援学級への在籍ならびに通級による指導実施について

　令和９年度の支援学級在籍と通級による指導を受けるための流れですが、昨年度の冬休み号でお知らせしてから少し変更が
ありましたので、改めて以下の通りお知らせいたします。
　子どもにとっての最適な学びの場を検討し、決定することは、子どものより良い成長のために非常に重要なことであり、そ
の流れについても学校と保護者で共通理解を図る必要があると考えていますので、ご確認の程よろしくお願いいたします。

月 令和８年度

支援学級在籍・通級指導実施児童

左記以外の

通常の学級在籍児童

個人懇談会（支・通）５月上旬
・個別の教育支援計画・個別の指導計画の確認
・通級では、ここで次年度の指導継続・終了に
　向けた流れを確認

※通級による指導は、次年度当初の指導対象人数を支援学級と同様、次年度新たに指導を開始する場合は、前年度の
　６月末までに、今年度内に指導を終える場合は７月末までに確定させる必要がありますので、上記の流れで手続き
　を進めます。

個人懇談会　５月上旬
　担任より、お子さんの学習状況や
　学校生活の様子をお伝えするとともに
　支援学級や通級指導教室の案内をさせ
　ていただくことがあります

随時相談　～　６月１９日（金）
　令和９年度の支援学級入級や通級による指導
　を検討されている場合は、担任に電話や個人
　懇談等でその旨を相談

確認
念のため、再度、令和９年度の支援学級
入級、通級による指導実施の意向につい
て最終確認

随時相談　７月～令和９年６月
　令和10年度の支援学級入級や通級による指導
　を検討されている場合は、担任に電話や個人
　懇談等でその旨を相談

個人懇談会
　担任より、お子さんの学習状況や
　学校生活の様子をお伝えするとともに
　令和10年度に向けて支援学級や通級指
　導教室の案内をさせていただくことが
　あります

2026年（令和8年）

2027年（令和9年）

令和９年度支援学級の継続・⼊退級ならびに通級指導実施の有無決定の流れ
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確認　 期限：６⽉１９⽇（⾦）
令和９年度の支援学級入級・通級による
指導の実施に関する意向最終確認

※

※新２～６年での新たな⼊級に関しては、その
　意向を６⽉末に市教育委員会に報告する必要
　があるため。
（通級による指導を受けることも同様）
※報告後に市教委による学校訪問を経て、
　次年度⼊級の判断があり、決定します。
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